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On the Foundary Sand in Hokkaido (Rept. 1.) 
Kazuyuki Kikuchi 
Abstract 
By the same method as A.F.A.， the author measured the permeabHity and porosity of 
the casting sand used in Hokkaido whi巴his the main factor dete;:mining its usefulness. 
And then， discussed the results comparing with available sands in Japan. 
The author aims to investigate the property of sand and improve ite quality， insuch a 













1) 化事成分: 第 1表に示す。
1) 前川1:畿と鋼，第34年，第四披， p. 14， 19. 
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指1表 化事成分
成
試料名 Si02 Ah03 Fe203 CaO MgO |灼 減
宥 JI 穆2 85.84 2.47 2.38 0.77 0.61 0.91 
野 幌 砂 72.64 4.85 4.83 0.79 0.57 9.09 
涜昆布砂 83.58 2.43 3.71 0.57 d.94 6.02 
妹背牛砂 82.36 4.86 4.05 0.25 0.22 6.02 







12 0.70 0.00 0.48 0.13 
20， 0.53 0.19 0.94 0.30 
30 0.84 0.46 0.71 0.25 
40 2.10 0.46 1.74 0.8~ 
， 50 3.00 1.67 6.35 3.01 
70 6:34 3.38 7.58 9.72 
100 7.42 2.97 45.50 31.65 
150 48.24 4.25 18.72 25.87 
200 18.92 41.79 6.42 11.03 
270 5.30 12.10 5.66 9.57 
Fig. 1. 粒度分布曲線 270以下 3.63 32.11 3.68 1.50 
2) 粒欣
粒度測定後の砂について偏光顕微鏡によりその形欣を測定した。 粒献を SαINElDER-
HAHN氏の分類法により分けると， Sub-Crystalline typeのものによってしンめられているロ そ





2) p. G. H. BoSWEJ.J.:“A Memoir on Briti日:hRωourceson Refra巴torySand for .Fournacωand 










i 水分の混和については，試料 200gr.を採り 105:t50Cの温度で1時間乾燥し，撞中冷 ‘










蹴 料 ♂ 名
遇集度 有 }I 砂 野 幌 砂 清武布砂 妹背牛砂水分 ，及 f島 き 国 め 凶 婁主
底力
2 I 3 I 4 1 6 I 2 1. ~ I 4.I eI 2 1 3 1 4 1 6 I2 1 3?41 6 % 
B P μ 8.2 6.9 5.9 5.4 10.8 7.6 5.9 5.0 26.4 15.5 13.9 11.4 10.2 9.5 8.7 8.2 7.1 7.6 8.0 8.2 、 6，2 7.3 8.0 8.4 3.5 5.0 5.4 6.0 6.4 6.6 6.7 7.1 
P μ 13.3 10.5 9.3 8.2 ]3.3 11.4 9.5 7.9 36.6 29.6 20.6 18，1 15.9 12.2 4.5 8.7 8 5.5 6.3 6.7 9.1 5.5 6.0 6.6 7.2 2.6 3.1 4.1 4.5 4.9 5.8 6.6 6.7 
10 P μ 16.9 14.5 12.9 11.4 21.3 19.9 18.7 15.6 42.3 38.4 30.8 24.5 22.0 18.1 15.9 13.7 4.7 5.2 5.6 6.0 4.0 4.2 4.4 5.1 • 2.3 2.5 3.0 3.6 3.9 4.5 4.9 5.4 
12 P μ 12.0 18.1 15.9 13.7 19.2 15.0 12.9 10.2 4'r.o 42.3 36.6 30.8 32.1 24.5 2M 16.4 3.9 4.5 4.9 6.4 4.3 5.1 5.6 6.4 2.1 2.3 2.6 3.0 2.9 3.6 4.1 4.8 
14 P μ 20.6 16.4 145 .1 11.8 16.-9 13.3 11.4! 8.4 47.0 40.3 36.6 タ8.436.6 29.6 26.4 20.6 4.1 4.8 .3 5.9 4.7 5.5 6.01 7.0 2.1 2.4 2.6 3.2 .6 3.1 3.5 4.1 
16 P μ 16.4 13.3 11.4 9.5 15.0 1.8 9.9 6.6 41.6 38.4 33.5 26.4 35.0 27.3 23.6 18.7 4.8 5.5 6.0 6.6 5.0 5.9 6.5 7.7 2.2 2.5 2.8 3.4 2.7 3.3 3.7 4.4 
3) Tran鎗 ctions，American Foundrymen's Association. Vol. 31， p.689， 1924. 
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わち清昆布砂の最良水分値は 139杉でとの場合通気度は 48ふ野幌砂は 10%で21.2を示して
いる。 しかし水分。量多きに過ぎるときは不良鋳物を生歩る原因のーっとなるl故，水分量は
少量なるととが望ましい。
以上の観酷からして語気度，7K分，粒度ともに平均して優良な鋳物砂は有川砂であると
いうととが云えよう。 しかしとの砂とて内地産D砂に比較すれば多少劣っているが，普通の
小型鋳物用としては無難なものでるると云えよう Q
v.結語
本質験は北海道産優良鋳物砂の探求という目的のための一部分であり， さらに今後各供
試材料についての粘結性，耐火度等~調査して前越の結果と比較検討するととが必要でるる。
とれに関しては迫って第2報として護表の議定である。
な~本研究の一部は文部省科撃研究交付金によってなされたものである。
経りにのぞみ本研究の鍾説子に営り御指導を得ました北大生産治金科幸問教授元室蘭工専
森田教授挫び、に色々と便宜を輿えられた機械科・冶金科教室。方方に謝意を表する次第でる
る。
(紹和25Jf.1O月 31日受付)
